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平
成
17
年
に
旧
一
市
三
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
三
原
市
は
、
出
生
数
を
死
亡
者
数
が
上
回

る
自
然
減
や
、
進
学
・
就
職
な
ど
で
三
原
市
に

入
っ
て
来
ら
れ
る
方
よ
り
も
、
進
学
・
就
職
に
加
え
企
業
の
相

次
ぐ
撤
退
な
ど
を
理
由
に
三
原
市
を
出
て
行
か
れ
る
方
が
多

い
社
会
減
に
よ
り
、
人
口
が
一
貫
し
て
減
り
続
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
市
内
で
は
空
室
・
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
し
、
空
き
家
対
策
に
本
市
が
力
を
注
い
で
い
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
会
報
で
お
伝
え
し
て
き
た
通
り
で
す
。 

そ
し
て
、
市
外
か
ら
の
移
住
を
促
し
た
い
、
市
内
で
の
交
流

促
進
に
つ
な
げ
た
い
、
そ
の
た
め
に
空
き
家
を
有
効
活
用
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
質
問
し
て
参
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
各
物
件
の
詳
細
情
報
や
本
市
が
設
け
て
い
る
各
種
補

助
制
度
な
ど
を
、
最
も
効
率
的
か
つ
一
人
で
も
多
く
の
方
に
広

め
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と

に
、
異
論
の
あ
る
方
は
お
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
が
利
用
し
難
く
分
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
業
者
の

方
々
や
本
市
が
掛
け
た
時
間
・
労
力
・
お
金
が
結
果
に
結
び
つ

き
難
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
も
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
に
は
本
市
独
自
の
も
の
と
広
島
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
（
宅
建
協
会
）
様
に
よ
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
た

め
、
利
用
さ
れ
る
方
に
対
し
て
混
乱
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
の
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

問 

平
成
27
・
28
年
度
の
調
査
で
は
６
１
９
棟
の
空
き
家
が

現
状
の
ま
ま
で
活
用
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
所
有
者
に
対
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
で
き
な
い
か
。 

答 

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
新
規
登
録
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

平
成
27
・
28
年
度
に
実
施
し
た
空
き
家
の
状
況
調
査
の
結
果

で
は
１
、
５
８
９
棟
が
軽
度
の
修
繕
ま
で
で
活
用
で
き
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
多
く
存
在
す
る
空
き
家
の
活
用

促
進
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
そ
の
所
有
者
に
対
し

て
実
施
し
た
活
用
意
向
調
査
は
次
ペ
ー
ジ
の
図
１
の
通
り
。 

今
後
５
年
程
度
の
活
用
意
向
で
は
、《
活
用
し
た
い
》
と
《
条

件
に
よ
っ
て
は
活
用
し
た
い
》
を
合
わ
せ
る
と
約
43
パ
ー
セ

ン
ト
の
所
有
者
が
、
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
意
向
に

つ
い
て
は
《
登
録
し
た
い
》、《
条
件
に
よ
っ
て
は
登
録
し
た
い
》、

《
検
討
し
た
い
の
で
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
》
を
合
わ
せ
る

と
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
が
そ
の
意
向
を
示
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
比
率
を
活
用
対
象
棟
数
に
乗
じ
る
と
、
活
用
意
向
が
約

６
８
０
棟
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
意
向
は
約
４
７
０
棟
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
空
き
家
の
所
有
者
、
又
は
管
理
者
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
含
め
た
活
用
を

促
す
案
内
を
直
接
送
付
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
。 

問 

本
市
独
自
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
登
録
物
件
を
市
内
の

不
動
産
会
社
に
情
報
提
供
し
、
不
動
産
会
社
の
情
報
サ
イ
ト
に

登
録
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
で
き
な
い
か
。 

昨年 12月議会では、かねてより訴えております空き家の有効活用についての質問と、広島市で 5月に発覚した外

国人による不可解な利用や、12月にテレビ・新聞などで話題となった妊婦加算を踏まえ、国民健康保険の実態確認

を行いました。編集後記の欄ではインターネット上でご覧いただける記事も紹介しておりますので、私たちの暮ら

しを守るためにも、身近な問題を皆さまとお話しできればと思っておりますので、お気軽にご連絡ください。 
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解
説 

➢
 

自
然
減 

出
生
者
数
を
死
亡
者
数
が
上
回
る
人
口
減
少 

➢
 

社
会
減 

転
入
者
数
を
転
出
者
数
が
上
回
る
人
口
減
少 
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答 
本
市
で
は
現
在
、
平
成
29
年
３
月
に
広
島
県
が
開
設
し
た

ひ
ろ
し
ま
空
き
家
バ
ン
ク｢

み
ん
と
。｣

に
お
い
て
物
件
情
報
を

提
供
し
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
の
閲
覧
総
数
約
20
万
件
の

う
ち
１
４
、
２
７
８
件
が
本
市
分
と
参
加
す
る
20
市
町
中
６

番
目
の
数
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
市
に
と
っ
て
有
効
な
情

報
発
信
ツ
ー
ル
と
考
え
ら
れ
る
。
（
図
２
） 

ま
た
、
民
間
情
報
サ
イ
ト
と
し
て
は
、
広
島
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
様
が
県
内
市
町
の
空
き
家
対
策
お
よ
び
定
住
促
進

へ
の
協
力
を
目
的
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
民
間
が
運
営
す
る

不
動
産
情
報
シ
ス
テ
ム｢

ス
マ
イ
ミ
ー｣
と
連
携
し
、
「
空
き
家

バ
ン
ク 

ひ
ろ
し
ま
空
き
家
の
窓
口
」
に
市
町
の
空
き
家
バ
ン

ク
の
物
件
情
報
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
） 

こ
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
現
在
３
市
の
物
件
が
登
録
さ
れ
、

市
町
が
登
録
す
る
空
き
家
物
件
情
報
の
ほ
か
、
賃
貸
住
宅
や
土

地
な
ど
の
民
間
流
通
物
件
の
情
報
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
空
き
家
の
有
効
活
用
の
み
な
ら
ず
、
本
市
へ
の
移
住

促
進
に
も
大
変
有
益
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
宅
建
協
会
版
空
き
家
バ
ン
ク
に
参
加
す
る
と
、
国
土

交
通
省
が
構
築
を
支
援
し
、
選
定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
が
運
営

す
る
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
で
の
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、
民

間
が
運
営
す
る
大
手
情
報
サ
イ
ト
と
の
連
携
も
可
能
と
な
る

た
め
、
現
在
、
参
加
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
準
備
が

整
い
次
第
参
加
し
た
い
。 

 

平
成
25
年
度
以
降
の
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
新

規
登
録
は
増
加
傾
向
と
、
そ
の
取
組
み
は
少
し

ず
つ
実
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
年
を
追
う
ご
と

に
新
た
な
空
き
家
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
移
住
希
望
者
の
方
に
本
市
を
選
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
生
活
の
基
本
的
な
要
件
を
表
す
衣
食
住
の

う
ち
「
住
」
に
あ
た
る
住
ま
い
の
情
報
提
供
は
重
要
で
す
。 

質
疑
の
最
後
に
あ
る
よ
う
に
、
民
間
が
運
営
す
る
大
手
の
情

報
サ
イ
ト
と
連
携
で
き
る
よ
う
、
本
市
は
準
備
中
と
の
こ
と
。 

そ
こ
で
、
連
携
の
あ
か
つ
き
に
は
、
三
原
市
フ
ァ
ー
ス
ト
マ

イ
ホ
ー
ム
応
援
事
業
、
三
原
市
若
年
及
び
子
育
て
移
住
世
帯
家

賃
補
助
事
業
、
三
原
市
お
試
し
暮
ら
し
滞
在
費
補
助
事
業
な
ど
、

移
住
・
定
住
を
支
援
す
る
様
々
な
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ 

と
や
、
掲
載
さ
れ
た
個
別
の
物
件
で
利
用
で
き
る
支
援
制
度
に

何
が
あ
る
か
を
明
記
し
て
紹
介
し
て
は
ど
う
か
等
と
提
案
・
要

望
し
て
、
次
の
質
問
に
移
り
ま
し
た
。 

               

 

今
年
５
月
９
日
、
広
島
入
国
管
理
局
の
指
摘
を

受
け
た
広
島
市
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
資
格
の
な
い
外
国
人
７
人
に
対
し
て
誤
っ
て

保
険
証
を
交
付
し
て
い
た
こ
と
、
支
出
し
て
い
た
総
額
４
千
万

円
弱
の
返
還
を
求
め
て
い
る
こ
と
（
詳
細
は
表
１
）
、
中
国
籍

を
除
く
５
人
が
帰
国
済
み
で
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

広
島
市
保
険
年
金
課
に
よ
る
と
、
全
額
自
費
負
担
で
の
医
療

を
目
的
に
来
日
し
た
外
国
人
に
も
、
平
成
24
年
７
月
の
住
民

基
本
台
帳
法
改
正
に
よ
り
３
カ
月
を
超
え
て
在
留
し
て
住
所 

図１．三原市空家等対策計画より 図 2．みんと。（広島県による） 図３．宅建版空き家バンク 

本
市
が
用
意
し
て
い
る
交
流
・
定
住
支
援
制
度 

三
原
市
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
応
援
事
業 

（
住
宅
取
得
補
助
） 

 

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に
お
い
て
新
た

に
住
宅
の
取
得
を
行
う
若
年
層
（
40
歳
未
満
の
夫
婦
及
び
子

育
て
世
帯
）
の
移
住
者
及
び
定
住
者
に
対
し
、
住
宅
取
得
に

か
か
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
！ 

三
原
市
若
年
及
び
子
育
て
移
住
世
帯
家
賃
補
助
事
業 

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
の
賃
貸
住
宅
に

市
外
か
ら
入
居
す
る
若
年
層
（
40
歳
以
下
の
夫
婦
及
び
子
育

て
）
世
帯
の
移
住
を
応
援
し
ま
す
！ 

三
原
市
お
試
し
暮
ら
し
滞
在
費
補
助
金
事
業 

県
外
か
ら
三
原
市
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
方
が
、
実
際

に
市
内
に
滞
在
し
、
仕
事
や
住
ま
い
を
探
し
た
り
、
事
前
に

生
活
環
境
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
三
原
移
住
後
の
暮
ら
し
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
宿
泊
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 



とくしげ政時 活動報告 <討議資料> 平成 30 年 12 月議会号（第 12 号） 

3 

 

を
持
て
ば
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
在
留
資
格
が
医
療
目
的
の
外
国
人
に
は
、
国
保
加

入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
に
も
加
入

で
き
る
と
勘
違
い
し
た
市
の
担
当
者
が
、
そ
の
資
格
の
な
い
中

国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
国
籍
の
７
人
に
保
険
証
を
交
付
し

て
い
た
た
め
、
多
額
の
保
険
給
付
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
や
生
活
保
護
な
ど
、
国
民
の
た
め
に
整
備
さ

れ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
外
国
人
に
よ
る
タ
ダ
乗
り

が
横
行
し
て
い
る
自
治
体
が
存
在
す
る
こ
と
を
他
山
の
石
と

し
、
平
成
24
年
７
月
の
住
民
基
本
台
帳
法
改
正
以
降
の
、
本
市

に
お
け
る
年
度
ご
と
の
国
保
の
実
態
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

問 

国
民
健
康
保
険

に
加
入
で
き
な
い
外

国
人
に
対
し
て
誤
っ

て
加
入
を
認
め
て
い

た
広
島
市
の
案
件
と

同
様
の
事
例
は
、
本

市
で
確
認
さ
れ
て
い

る
か
。 

答 

医
療
目
的
又
は

観
光
や
保
養
目
的
の

者
は
、
本
市
で
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。 

な
お
、
医
療
を
受

け
る
こ
と
、
ま
た
は
、

そ
の
者
の
日
常
生
活

の
世
話
を
す
る
こ
と

を
在
留
資
格
と
す
る

外
国
人
は
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

問 

国
民
健
康
保
険
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
、
日
本
国
籍
と
外

国
籍
の
２
通
り
に
分
け
て
、
金
額
・
割
合
な
ど
の
回
答
を
お
願

い
し
た
い
。 

答 

外
国
籍
者
に
は
、
三
原
市
に
長
年
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
や
、
在
留
期
間
が
３
ヵ
月
を
超
え
る
方
が
含
ま
れ
る
が
、
平

成
29
年
度
の
利
用
実
態
は
表
２
の
通
り
。 

な
お
、
平
成
28
年
度
以
前
の
実
態
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
算
出

で
き
る
年
度
、
要
す
る
期
間
や
経
費
等
を
広
島
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
が
、
日
本
国
籍
と
外
国

籍
に
分
け
た
統
計
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
も
対
応
で
き
る
仕
様
で

な
い
た
め
、
算
出
に
は
か
な
り
の
時
間
と
経
費
を
要
す
る
。 

問 

４
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る｢

妊
婦
加
算｣

の
概
要
に
つ
い
て

ご
説
明
を
。 

答 

平
成
30
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、
妊
婦
の
外
来
診

療
に
つ
い
て
、
妊
娠
の
継
続
や
胎
児
に
配
慮
し
た
適
切
な
診
療

を
評
価
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
心
し
て
医
療
機
関
を
受
診
で
き

る
よ
う
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
妊
婦
加
算
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
改
定
に
よ
り
、
外
来
を
受
診
し
た
時
に
、
医
療
費
の
窓

口
負
担
が
３
割
の
場
合
、
診
療
時
間
内
の
初
診
で
２
３
０
円
、

再
診
で
１
１
０
円
の
料
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

な
お
、
通
常
の
妊
婦
健
診
だ
け
の
場
合
は
、
そ
の
対
象
に
は

な
ら
な
い
。 

問 

以
下
２
点
の
よ
う
な
現
状
に
つ
い
て
の
対
応
を
問
う
。 

① 

今
後
、
少
子
化
が
進
め
ば
ま
す
ま
す
外
国
人
労
働
力
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
日
本
人
の
み
を
前
提
と
し
た

社
会
シ
ス
テ
ム
は
も
は
や
限
界
で
あ
り
、
外
国
人
の
存
在
を
前

提
に
制
度
を
改
良
す
る
必
要
が
あ
る
。
我
が
国
の
健
康
保
険
制

度
を
不
正
利
用
す
る
一
部
の
外
国
人
に
よ
り
、
長
年
日
本
に
住

み
、
日
本
人
と
同
じ
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
外
国
人
に
ま
で
批

判
の
目
が
向
く
の
は
望
ま
し
く
な
く
、
不
正
を
チ
ェ
ッ
ク
し
に

く
い
保
険
制
度
の
運
用
体
制
に
は
問
題
が
あ
る
。 

表１．５月９日の報道の保険給付の詳細（広島市ホームページより） 

国籍 期間 保険給付額 

ウクライナ 平成 24 年 11 月 ～ 平成 26 年 11 月 18,495,492 円 

ウクライナ 平成 24 年 11 月 ～ 平成 26 年 11 月 289,870 円 

ロシア 平成 26 年 11 月 ～ 平成 27 年 2 月 5,235,880 円 

ロシア 平成 25 年 9 月 ～ 平成 27 年 4 月 3,994,975 円 

ロシア 平成 25 年 9 月 ～ 平成 27 年 4 月 267,645 円 

中国 平成 24 年 7 月 ～ 平成 27 年 1 月 3,563,639 円 

中国 平成 24 年 7 月 ～ 平成 27 年 1 月 6,011,749 円 

合計 37,859,250 円 

表２．国民健康保険の実態 

項目 国籍 数値 割合 

加入者数 全体 20,614 人 98.3％ 

 外国籍 351 人 1.7％ 

納付額 全体 2,014,684,000 円 98.9％ 

 外国籍 5,267,000 円 1.1％ 

不能欠損額 全体 64,181,000 円 91.8％ 

 外国籍 5,267,000 円 8.2％ 

医療費 全体 8,110,146,000 円 99.4％ 

 外国籍 49,087,000 円 0.6％ 

高額療養制度 全体 9500 件 99.6％ 

（件数） 外国籍 38 件 0.4％ 

高額療養制度 全体 767,032,000 円 99.6％ 

（支給額） 外国籍 3,396,000 円 0.4％ 

出産育児一時金 全体 43 件 93.5％ 

（件数） 外国籍 3 件 6.5％ 

出産育児一時金 全体 17,983,000 円 93.0％ 

（金額） 外国籍 1,260,000 円 7.0％ 

海外療養費制度 全体 21 件 95.2％ 

（件数） 外国籍 1 件 4.8％ 

海外療養費制度 全体 2,179,000 円 95.4％ 

（金額） 外国籍 100,000 円 4.6％ 

※ 加入者数は、平成 30年 10 月末現在の数字 

※ 加入者数以外は、平成 29 年度の数字 
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② 
厚
労
省
も
、
国
保
を
管
理
す
る
自
治
体
も
所
詮
は
紙
ベ
ー

ス
の
や
り
取
り
な
の
で
、
医
療
現
場
で
の
疑
わ
し
き
事
例
に
関

す
る
連
携
が
欠
如
し
て
い
た
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

答 

厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
29
年
12
月
27
日
付
で
、
在
留
外

国
人
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
適
用
の
不
適
正
事
案
に
関
す
る

通
知
制
度
の
試
行
的
運
用
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。 

具
体
的
な
事
務
手
順
と
し
て
、
市
町
村
は
外
国
人
被
保
険
者

が
、
資
格
取
得
か
ら
１
年
以
内
に
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
交
付
申
請
を
行
っ
た
場
合
等
に
、
当
該
外
国
人
被
保

険
者
に
つ
い
て
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
、
就
労
状
況
な
ど
の

聞
き
取
り
を
行
う
か
、
ま
た
は
資
料
等
か
ら
確
認
す
る
。 

そ
の
結
果
、
外
国
人
被
保
険
者
が
、
在
留
資
格
の
本
来
活
動

を
行
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、

速
や
か
に
地
方
入
国
管
理
局
に
提
出
資
料
や
面
接
記
録
等
の

関
係
資
料
と
と
も
に
、
所
定
の
連
絡
票
で
通
知
す
る
。 

通
知
を
受
け
た
地
方
入
国
管
理
局
は
、
事
実
の
調
査
を
行
い
、

在
留
資
格
取
り
消
し
事
由
に
該
当
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
在
留
資
格
を
取
り
消
す
。 

市
町
村
は
、
地
方
入
国
管
理
局
か
ら
の
回
答
に
よ
り
、
在
留

資
格
が
取
り
消
さ
れ
た
事
実
を
把
握
し
た
場
合
、
対
象
者
の
資

格
を
職
権
で
消
除
し
、
給
付
費
の
返
還
請
求
を
行
う
。 

こ
の
通
知
制
度
の
試
行
的
運
用
期
間
を
、
ま
ず
は
平
成
30

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
と
し
、
以
降
の
運
用
に
つ

い
て
は
、
そ
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
、
後
日
国
か
ら
通
知
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

本
市
も
こ
の
通
知
に
基
づ
き
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
交
付

す
る
際
に
確
認
し
て
お
り
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
現
在
ま
で
、

偽
装
滞
在
の
可
能
性
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
事
例
は
無
い
が
、
今

後
も
適
正
な
資
格
管
理
に
努
め
る
。 

 

厚
労
省
は
12
月
４
日
、
自
民
党
の
厚
労
部
会
に

お
い
て
、
①
医
師
が
妊
婦
と
認
識
せ
ず
診
察
し

た
場
合
は
算
定
で
き
な
い
②
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
の
処
方
な
ど
妊
娠
と
関
係
の
な
い
診
療
は
算
定
で
き
な
い

③
患
者
に
丁
寧
に
説
明
し
記
録
を
残
す
な
ど
の
基
準
を
提
示

し
、
都
道
府
県
な
ど
に
も
年
内
に
通
知
し
、
関
係
機
関
に
周
知

す
る
予
定
と
あ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
質
問
を
行
っ
た
翌
週
の
12
月
14
日
、
根
本
匠
厚

生
労
働
大
臣
は
午
前
中
の
記
者
会
見
で
、
「
妊
婦
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
妊
婦
加
算
が
目
指

す
も
の
は
重
要
だ
が
、
実
現
す
る
手
段
と
し
て
妊
婦
加
算
の
仕

組
み
が
適
当
だ
っ
た
か
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
明

さ
れ
た
う
え
で
、
「
妊
婦
加
算
」
に
つ
い
て
い
っ
た
ん
凍
結
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 
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我
が
国
が
世
界
に
誇
る
《
国
民
皆
保
険
制
度
》
は
、
誰
も

が
一
生
保
険
料
を
払
い
続
け
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の

恩
恵
を
享
受
で
き
る
制
度
で
す
。 

長
年
に
わ
た
っ
て
真
面
目
に
保
険
料
を
納
め
続
け
て
こ

ら
れ
た
方
々
が
、
十
分
な
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
な
い
外
国

人
や
、
国
籍
に
よ
ら
な
い
不
正
利
用
に
よ
る
皺
寄
せ
を
受
け

る
こ
と
は
、
余
り
に
も
理
不
尽
か
つ
不
公
平
で
看
過
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
一
部
の
自
治
体
に
お
け
る
驚
愕
の
実
態
を
伝
え

た
週
刊
現
代
に
は
、
現
状
の
法
制
度
の
ま
ま
で
は
、
不
正
利

用
へ
の
対
応
に
限
界
が
あ
り
、
真
面
目
に
保
険
料
を
納
め
て

き
た
人
に
不
公
平
感
が
生
じ
、
保
険
料
の
未
納
が
増
え
、
国

民
皆
保
険
制
度
が
破
綻
す
る
と
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
の
都
合
と
は
言
え
今
回
の
質
疑
で
把

握
で
き
な
か
っ
た
平
成
28
年
度
以
前
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

本
市
職
員
の
方
が
広
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に

問
い
合
わ
せ
済
み
で
す
の
で
、
そ
の
回
答
状
況
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
今
後
の
議
会
で
も
実
態
把
握
な
ど
に
努
め
て
い
く
こ

と
を
お
伝
え
し
、
質
問
を
終
わ
り
ま
し
た
。 
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